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固体爆恥 こよる爆薬レンズ型あるいは†ウストラップ型の大薬径平面衝撃波発生装牡を製作

し.これに上り直径200n及び400nのブースタ爆薬を平面梼度良く起爆させ,その嬢轟ガスに

より7ルミュウム板を約3b/Sで飛期させる裳丘を開発した｡通産省主催の昭和59-61年度火

薬類の保安技術実験において,この糞鑑を利用して,コ'/ポジット推進薬の屯横感度釈放を実

施した｡

t. 緒 官

舎水爆薬や推進薬のように比較的感度の低い火薬痕

に関しては,大熊径での衝撃感妊データの蓄衝が必要

となる｡この租合.就料に輔虎良く平面衝撃波を入射

させることが必要であるが,大葬径で高輪度の平面斯

学波発生蓑匿はあまり乗用化されていない｡また,こ

のような大義丑の感度試軌 土.野外IC実施され.悪天

候でも乗施される｡従って.平面衝撃波先生装牡も組

立てが輔車で.悪天候でも使用できるものでなければ

ならない｡更に,取扱上および就故結果の評価上.低

薬丑であることが望ましい｡

簡便さの点から固体爆薬を用いることとL.薬丑の

点から爆薬レ./ズ型とマウストラ./プ型とを検肘した｡

2. 実故方法および鞍集

2.1 爆英レンズ型

2.1.1 構 造

Fig.tに示すように,内 ･外面をニス塗りした紙
製のケース (尽きIzzn)の内個に日本油鹿㈱製のエーT

ルシE,ン爆薬を.外側に旭化成工業㈱製のシート爆薬

SEPを装填した｡SEPの直径200皿での壌速を実軸し
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Sであったの{･.エヤルシ3-/爆薬の焦速が6930×cos46●=4810m/Sとなるようにガラス

マイクpバルーンの丑を粥並した

｡2.1.2 平面性のチェック頒布レl/

ズの平面性をチェ･,クするために,高速流しカメラ (E]立SPll,乾し速
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tewithqoove発光を記昏した｡解析の結果.中央萩が速く

なっているが,0.19Fはの

益であり良好な平面性を有しているといえる｡2.I.3

飛鞠坂速度の判定爆薬レンズにより.SEP(直径

200血.呼さ5m).ベントライト (中国化薬輪架.塩ビ

管VU200に装塀.高さ50EI))と既決平面起爆させ.その

場轟ガスに上り7ルミニウム1100板 (直径220td),呼さ5E

P)を飛期させる｡Fig.2に示すように.50

tzn冊期枚に好さ3,5.5EAの3田からなる
PMMA板に.衆粕板を衝突させる｡各層間には7ルゴン

ガスを封入しておき.節撃波が通過する際の発光を高速托しカノラ (Cordin モデル116.ミラ-回転

速度4h/S)で監擬した｡何られた乾し写燕を解析した括梨に1九は

飛期頓の有効径が140lZED.平面輯度が士0.42vs(
土1.44n)であった｡PMMA中の衝撃波速庇が6.1
2h/Sと求まったので.PMMA(密度1.18g/cJ)の衝撃
特性データから,粒子速度2.18h/S,術撃波圧力1

5.8GPaとなる｡従っ

てィ./ビーダ'/ス不毛合法により飛糊坂速度は3.42

h/Bと求められる｡また.Fig.3に示すよ

うに飛相坂に7本の溝を切り.ジェットを発生させるJ:うにした状感で

,同様の甜定を行ったところ,ジェッティインタ速度

4.1h/Sが縛られた｡2.2 マウストラッ

プ型2.2.1構 造爆萌レ･/ズ型では薬

丘が多いので.感度紬 に使用して爆旦正などの発生エ

ネルギーを抑定する場合には試料から発生するエネル

ギーよりも大きくなることがあり.不市合が生じる｡そこで.比較的小薬是で平

面衝撃波が拘られるマウストラップ型を倹肘した｡構造をFig
.4に示す｡SEP(2)那-様にを催されるようにSEP

(1)との最適角度aを求める実故をFig.5に示
す義政で行った｡SEPの壌適をD.

PMMA中の術革波速度をVとすると,D/y-sin(O-q

)/sinaとなる｡0=30'にセットして釈放した括果.D=6.72

qzD/FIS,V=6.00
ロロ/fJSとなり.q=140が柑られた｡2.2.2平面

性のチェックFig.6に示す装置で250×200x7のSEPを起壌し
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方向の平面性は±0.5-1FrSと良好であるが.Y方向

が良くない｡イオンギャップのCDの湘定括先からも,

Dの方が5-9fJS早く奄爆している｡

これは.SEP(I)に上り飛籾するアルミニウム板より

ち.SEP(1)の下にあるアルミニウム板を伝わる衝撃波

がβ点付近では早く伝わるためと考えられる｡

そこで,SEP(l)とSEP(2)のなす角度を内鼓し.8'

と決定した｡SEP(2)とブースタ爆轟とのなす角齢 土14

●とした｡

2.2.3 飛鞠坂速度の測定

11ウストラップに上り,SEP(直径200dZb.厚さ5ED),

ベントライ ト (塩ビ管VU200に装填,高さ30lZA)と

瞭次平面起爆させ.アルミニウム板を飛期させる｡

Fig.7に示すように飛期板を50血飛相させ3月から

成るプラスチック板に術突させる｡2層のアルゴ./ギ

ナヅプ (厚さ約100Flm)はそれぞれス')ット (巾2

qn)に上り3本とし.衝撃波による閃光を流しカJラ

(Cordinモデル116.放し速度4h/S)で妃簸した｡

アルゴンの閃光による称は6本記寿される｡同一居

の3本の時間差を抑定することで平面性を確認し,2

帝の時間差を潤定することで飛粕坂速度が求められる｡

有効径は約100d)で平面満皮は± lfJBであった｡

PMMA中の衝撃波速度が5.4h/Sとなったので,ィ./
ビーダンス不並合法により.飛頬板速度を求めると2.

6b/Sとなった｡

2.3 計算伍との比較

Gtmeyの式

yo=√すす
I5..3MC//cM.C/I

意 -盟

ここで Y. 飛期横速度
E 爆薬の内部エネルギ

p,,I,爆薬の密度,厚さ

pN,tM 飛期板の密度.厚さ

を用いて.飛籾坂速度の計井価を求めると,

(爆薬L/./ズ型)

ノすF=3200山/S,C/M=4.96からVo=3760A/a

(†ウストラップ型)

ノす冨=3200EB/S,C/M=3.14からVo=3200m/8
となり.実負債は計井億のそれぞれ91,80,6である｡

このように,1ウストラ,プ型1120hdX7EA厚の

SEPを一球に起爆させるのが難しく.飛期坂の平面性

および飛粕速度がばらつき.低下し易いと考えられる｡

3.B T

爆薬L,I/ズ型あるいはマウストラタブ型の平面衝撃

波発生鵜匠に上り.爆轟を柄庇良く平面起爆させ.そ

の壌轟ガスによりアルミニウム坂を飛期させる裳匿を

作繋した｡飛期坂の有効径は100-140tzBと大きく.か

つ,平面f#度が±0.4-I.Ov8と高く,飛期速度が2･6

-3.4h/Sである｡

昭和59-61年度通産省主催保安技術乗除において,

この高速無期義隆を用いて.ヲL/ポジット推進薬の大
串長姉撃感度紬 が行われた｡なお,60-61年度は.

木裏庇の†ウストラ,プ型の相似形で直径400zEbの7

ルミュウム板を飛期させる長政が作袈され 使用され

た｡
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